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レ
ー
ト
ー
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R
e
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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

９
月
２
５
日 

市
駅
前
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
団
会
議 

 

デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
庁
内
訪
問 

 

２
６
日 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
あ
い
さ
つ 

国

体
開
会
式 

２
７
日 

和
商
連
総
会
、
地
域
訪
問
、
河
西
・
西

後
援
会
観
月
会 

２
８
日 

地
域
訪
問 

２
９
日 

会
議 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
学
習
会 

３
０
日 

地
域
訪
問 

１
０
月
１
日 

無
料
生
活
相
談 

団
会
議 

  

  

 

 

戦
争
法
案
が
強
行
可
決
さ
れ

る
な
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
に

つ
い
て
も
不
安
の
声
が
聞
か
れ

ま
す
。
９
月
定
例
会
に
お
い
て

は
国
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
伴
っ
て
条
例
案
が
提
出
さ

れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
国
民

す
べ
て
に
番
号
を
つ
け
、
税
や

社
会
保
障
な
ど
の
個
人
情
報
を

国
が
一
元
管
理
す
る
「
共
通
番

号
制
度
」
で
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
れ
ば
、
個
人
情
報
を 

容
易
に
照
合
で
き
る
仕
組
み
と

な
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
が

簡
単
に
集
積
さ
れ
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
な
ど
が
常
態
化
す
る
懸

念
が
あ
り
ま
す
。 

国
は
初
期
投
資
に
３
０
０
０

億
円
も
投
入
し
な
が
ら
、
具
体

的
な
メ
リ
ッ
ト
や
費
用
対
効
果

も
示
さ
な
い
ま
ま
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
が
開
始
さ
れ
、
拡
大
さ

 

 

戦
争
法
案
は
９
月
１９
日
未
明
に
自
民
・
公
明
党
ら
で

ゴ
リ
押
し
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
共
産
党
は
中
央
委
員

会
総
会
を
開
き
、
戦
争
法
の
廃
止
を
め
ざ
す
国
民
連
合

政
府
の
実
現
め
ざ
す
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
戦
争
法
を

廃
止
す
る
た
め
に
は
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
選
挙
で
廃

止
を
め
ざ
す
勢
力
が
多
数
派
へ
、
一
致
す
る
野
党
と
の

選
挙
協
力
も
含
め
て
運
動
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

各
紙
（
読
売
、
毎
日
、
日
経
、
朝
日
、
共
同
通
信
）

の
世
論
調
査
で
は
安
保
法
（
戦
争
法
）
に
つ
い
て
政
府
・

与
党
が
「
国
民
に
十
分
説
明
し
て
い
な
い
」「
説
明
が
不

十
分
」
は
７０
％
～
８０
％
台
。
安
保
法
成
立
に
「
反
対
」・

「
評
価
し
な
い
」
は
各
紙
と
も
５１
％
～
５８
％
で
、「
賛

成
」
「
評
価
す
る
」
は
３０
％
台
。
安
保
法
は
「
憲
法
違

反
」
と
の
回
答
が
「
毎
日
」
６０
％
、
「
朝
日
」
５１
％
、

共
同
５０
，
２
％
で
、
ど
れ
も
「
違
反
し
て
い
な
い
」
の

回
答
の
２
倍
以
上
で
す
。
ま
た
Ｊ
Ｎ
Ｎ
系
テ
レ
ビ
の
調

査
で
、「
安
倍
総
理
は
安
保
法
が
成
立
し
て
も
『
日
本
が

ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
な

い
』
と
発
言
し
て
い
る
が
、
こ
の
発
言
に
「
納
得
す
る
」

は
２２
％
、
「
納
得
し
な
い
」
が
７０
％
も
あ
り
、
ウ
ソ
ツ

キ
首
相
に
似
合
う
認
知
度
で
す
。
こ
の
よ
う
に
過
半
数

の
人
が
「
法
案
の
説
明
不
充
分
」
、「
安
保
に
反
対
」
、「
憲

法
違
反
」
と
の
指
摘
は
、
国
政
選
挙
で
戦
争
法
廃
止
勢

力
を
多
数
派
に
す
る
根
幹
で
す
。
闘
い
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
（
編
集
室
） 

 

 

９
月
１
８
日
（
金
）
議
員
協
議
会
が

開
か
れ
、
市
政
の
方
向
性
に
つ
い
て
市

長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

基
本
目
標
と
し
て
、
安
定
し
た
雇
用

の
創
出
や
和
歌
山
市
へ
の
新
し
い
人
の

流
れ
を
作
る
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

雇
用
の
問
題
で
は
、
企
業
誘
致
に
よ

る
新
規
雇
用
者
数
や
創
業
件
数
な
ど
の

評
価
指
数
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
雇
用
の
問
題
で
は
、
や
は
り
安
定

し
た
雇
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

賃
上
げ
で
あ
っ
た
り
正
規
雇
用
の
比
率

を
引
き
上
げ
た
り
、
こ
の
点
を
具
体
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
誘
致
や
新
規
創
業
の
目
標

だ
け
で
は
、
安
定
し
た
雇
用
に
繋
が
り

ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
小
中
一
貫
校
に
伴
う
雄
湊
小

学
校
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
大
学
の

誘
致
を
含
め
検
討
し
た
い
と
の
考
え
が

示
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
、
中
央
コ
ミ
セ
ン
の
利
用
が
多
く
、

建
設
の
必
要
が
あ
る
と
の
説
明
も
あ
り

ま
し
た
。
コ
ミ
セ
ン
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
強
い
要
望
で
あ
り
、
大

艸
主
馬
さ
ん
も
強
く
求
め
て
参
り
ま
し

た
。
早
期
に
実
現
出
来
る
よ
う
私
も
働

き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

少
子
化
・
子
育
て
対
策
と
し
て
、
私

達
が
強
く
希
望
し
て
い
た
子
ど
も
の
医

療
費
の
無
料
化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
中
学
校
卒
業
ま
で
の
無
料
化
が
実

現
出
来
る
か
は
ま
だ
不
透
明
で
、
自
己

負
担
の
導
入
を
さ
せ
な
い
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
注
視
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

 

れ
て
い
け
ば
、
徴
税
強
化
や
社
会

保
障
給
付
削
減
の
手
段
と
さ
れ

か
ね
ま
せ
ん
。 

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
第

３
者
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
、
人
格

ま
で
丸
裸
に
さ
れ
、
基
本
的
人
権

の
侵
害
に
も
直
結
し
か
ね
な
い

重
大
な
問
題
が
含
ま
れ
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
の
実
施
を
中

止
す
べ
き
と
反
対
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

（
奥
村
の
り
子
） 

【上の写真】今年、党歴５０年を迎え

た方々との懇談会に参加しました。 

【下の写真】本年４月で市会議員を

勇退した渡辺忠広さんのご苦労さん会

が盛大に行なわれました。 
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